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上
村
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
概
報

一
、
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

上
村
遺
跡
が
、
遺
跡
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
故
藤
沢
宗
平
氏
が
信
濃
史

料
編
纂
の
時
に
当
地
を
実
地
調
査
さ
れ
た
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
に
着
手
す
る
ま
で
の
経
過
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
手
良
地

区
の
農
村
総
合
整
備
事
業

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
）
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら

着
手
さ
れ
、
遺
跡
地
と
し
て
は
昭
和
五
十
二
年
度
で
は
砂
場
遺
跡
、
昭
和
五
十

四
年
度
の
上
村
遺
跡
の
二
つ
が
該
当
し
た
。
砂
場
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
は
昭

和
五
十
三
年
三
月
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。　
上
村
遺
跡
は
調
査
団
側
の
都
合
で

遺
跡
の
存
在
し
そ
う
な
場
所
を
休
耕
に
し
て
い
た
だ
き
、
調
査
上
に
困
難
な
問

題
が
生
じ
な
い
措
置
を
講
じ
た
。
発
掘
に
着
手
す
る
前
に
、
伊
那
市
教
育
委
員

会
を
中
心
に
ｔ
て
、
上
村
遺
跡
発
掘
調
査
会
を
結
成
し
、
こ
の
中
に
調
査
団
を

含
め
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
手
良
土
地
改
良
区
理
事
長
と
市
長
と

の
間
で

「埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
書
」
を
締
結
し
た
。

二
、
調
査
の
組
織

上
村
遺
跡
発
掘
調
査
会

調
査
委
員
会

伊

那

市

教

育

委

員

会

委
　
口貝
　
長
　
　
伊
沢
　
一
雄

副
　
委
員
長
　
　
福
沢
総

一
郎

委
　
　
　
口貝
　
　
赤
羽
　
映
土

調
査
事
務
局
　
　
北
村
　
忠
直

″
　
　
　
　
石
倉
　
俊
彦

″
　
　
　
　
有
賀
　
　
武

″
　
　
　
　
米
山
　
博
章

沖
村
喜
久
江

発
掘
調
査
団

団
　
　
　
長

　

友
野
　
良

一

副
　
団
　
長
　
　
根
津
　
清
志

″
　
　
　
　
御
子
柴
泰
正

調
　
査
　
口貝
　
　
飯
塚
　
政
美

″
　
　
　
　
福
沢
　
幸

一

″
　
　
　
　
田
畑
　
辰
雄

三
、
位
　
置

伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
長

伊
那
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長

伊
那
市
教
育
委
員
長

伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

伊
那
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐

伊
那
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭
呈
記
・

日
本
考
古
学
協
会
会
員

長
野
県
考
古
学
会
会
員

″
・
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上
村
遺
跡
は
、
長
野
県
伊
那
市
手
良
中
坪
上
村
部
落
に
所
在
す
る
。
遺
跡
地

ま
で
の
道
程
は
二
通
り
あ
る
。　
一
っ
は
、
伊
那
市
街
よ
つ
東
へ
杖
突
街
道
を
五

腕
ほ
ど
行
く
と
、
美
篤
の
上
原
部
落
に
至
る
。
美
篇
小
学
校
付
近
の
道
路
を
左

に
折
れ
て
、
杖
突
街
道
と
別
れ
て
、
北
へ
段
丘
崖
を
登
り
つ
め
、
美
篇
の
養
老

院
を
左
手
に
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
北
へ
進
ん
で
い
く
と
、
日
の
前
の
広
が
っ
て

見
え
る
集
落
が
手
良
中
坪
で
あ
り
、
中
坪
の
う
ち
で
も
上
村
驚
北
に
位
置
し
、

野
口
と
境
を
接
し
て
い
る
。　
も
う
一
つ
は
伊
那
市
街
よ
り

進
路
を
北
に
と
っ

て
、
上
牧
、
野
底
、
福
島
を
通
り
、
箕
輪
町
境
の
卵
ノ
木
部
落
の
南
で
右
に
折

れ
て
八
ツ
手
、
下
手
良
を
通
る
道
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
双
方
と

も
距
離
的
に
は
大
き
な
差
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

四
、
地
形
・
地
質

当
遺
跡
の
地
形
・
地
質
は
今
回
の
発
掘
し
た
場
所
よ
り
お
ょ
そ
、
南
東
へ
百

π
ほ
ど
に
あ
る
浜
弓
場
遺
跡
を
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
報
告
書
の
な
か
に
清
水
英
樹
氏
が
、
微
地
形
に
つ
い

て
詳
細
に
触
れ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『

遺
跡
地
は
、
伊
那
山
脈
の
花
同
岩
を
基
盤
と
な
し
、
そ
の
上
に
棚
沢
川
、
滝
ノ

沢
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
丘
陵
地
で
、
南
東
に
傾
斜
し
、
北
東
に
は
ほ
と
ん

ど
傾
斜
を
も
た
な
い
丘
陵
地
で
あ
る
。
な
お
、
高
尾
礫
層
の
完
全
な
露
出
は
、

東
方
の
清
水
庵
の
崖
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
礫
層
の
上
位
に
古
期
ロ
ー
ム

（
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
色
）
が
堆
積
し
、
中
期
ロ
ー
ム
が
降
灰
堆
積
す
る
ま
で
に
時
間
的
問

隔
が
あ
り
、
風
化
さ
れ

一
部
が
残
り
、
そ
の
上
に
中
期
ロ
ー
ム
が
降
灰
し
、
堆

積
し
、
新
期
ロ
ー
ム
が
降
灰
す
る
ま
で
に
時
間
的
問
隙
が
あ
り
、
風
化
さ
れ

一

部
が
残
り
、
新
期
ロ
ー
ム
層
の
降
灰
が
あ
る
。
遺
跡
地
の
展
開
す
る
高
尾
段

′
丘

は
ヽ
美
篇
の
天
神
山
を
形
成
し
た
時
代
に
次
ぐ
古
い
段
丘
で
、
伊
那
谷
の
河
岸

段
丘
は
、
古
い
方
か
ら
、
塩
嶺
面
、
高
尾
面

（
ｌ

ｏ
Ｉ
）
、
大
泉
面
、
神
子
柴

面

（
Ｉ

・
Ｉ
）
、
南
殿
面
、
木
下
面

（
Ｉ

・
１

・
Ⅲ
）
と
発
達
し
て
い
る
な
か

の
高
尾
面
に
相
当
す
る
段
丘
面
で
あ
る
。　
　
　

′

遺
跡
地
付
近
の
ロ
ー
ム
層
は
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、　
下
部
か
ら
古
期
、　
中
‐

期
、
新
期
ロ
ー
ム
層
と
呼
ぶ
。
中
期
ロ
ー
ム
層
は
、
神
子
柴
段
丘
面
を
形
成
し

た
神
子
柴
礫
層
と
同
時
層
で
あ
り
、
新
期

ロ
ー
ム
層
と

一
部
同
時
層
は
、
南
殿

。
木
下
段
丘
面

を
形
成
し
た
。　
南
殿
礫
層
、　
木
下
礫
層
Ｉ

・
Ｉ

・
Ⅲ

で
あ

る
。
ま
た
、
高
尾
面
を
形
成
し
た
高
尾
礫
層
と
一
部
同
時
層
と
な
る
ロ
ー
ム
層

は
、
古
期
ロ
ー
ム
層
で
あ
る
。
な
お
、
古
期
ロ
ー
ム
層
中
に
は
六
枚
、
中
期
ロ

ー
ム
層
中
に
五
枚
、
新
期
ロ
ー
ム
層
中
に
は
二
枚
の
浮
石
層
が
爽
在
す
る
。
こ

れ
ら
の
浮
石
の
多
く
は
、
放
射
年
代
が
判
明
し
て
い
る
」
。

第
五
節
　
歴
史
的
環
境

本
節
の
内
容
に
つ
い
て
は
か
つ
て
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
発
掘
調
査
を
行

い
、
翌
年
三
月
刊
行
さ
れ
た
浜
弓
場
遺
跡
報
告
書
の
な
か
の
第
１
章
環
境
、
第

三
節

・
歴
史
的
環
境
の
な
か
で
当
時
の
調
査
員
、
ま
た
、
今
回
の
調
査
員
で
あ

る
御
子
柴
泰
正
氏
の
文
章
を
全
面
的
に
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

『伊
那
市
東
部
に
お
け
る
天
竜
川
左
岸
地
域
は
、
天
竜
川
に
よ
る
河
成
段
丘

と
、
三
峰
川
と
棚
沢
川
と
に
よ
る
合
流
扇
状
地
か
ら
成
り
立
ち
、

，そ
の
上
を
厚
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い
ロ
ー
ム
層
が
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
段
丘
平
面
は
ほ
ぼ
三
角
形
を
し
た
地
形
と

み
る
こ
と
が
で
き
、
■
ず
そ
の
東
西
辺
は
、
三
峰
川
に
よ
り
開
析
さ
れ
た

一
辺

で
、
美
篤
天
神
山

（
八
〇
八
π
）
か
ら
、
伊
那
公
園
ま
で
約
五

ｏ
七
加
、
南
北

辺
は
天
竜
川
に
よ
る
河
成
段
丘
で
、
伊
那
公
園
か
ら
箕
輪
町
卯
ノ
木
付
近
ま
で

約
五

ｏ
五
渤
、
ま
た
天
神
山
と
卯
ノ
木
を
結
ぶ
線
は
、
伊
那
山
脈
山
麓
で
約
五

・
五
補
の
一
辺
を
受
持
っ
て
い
る
。　
こ
の
三
角
状
台
地
の

一退
跡
分
布
を
み
る

と
、
ま
ず
三
峰
川
２
天
竜
川
の
段
丘
上
、
そ
し
て
伊
那
山
脈
山
麓
で
、
こ
の
三

角
地
帯
台
地
の
三
辺
に
当
る
部
分
と
、
そ
の
垂
線
と
も
い
う
べ
き
棚
沢
川
周
辺

に
浩
密
な
遺
跡
の
点
列
分
布
帯
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
標
高
は
天
竜
川

に
の
ぞ
む
段
丘
上
、
六
九
〇
筋
台
に
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
頃
ま
で
の
遺
跡
、

爪
ケ
崎
、
上
牧
神
社
上

（押
型
文
）
、
長
者
屋
敷
、
上
牧
、
福
島
等
の
大
遺
跡

が
隣
接
し
、
ま
た
四
〇
基
近
い
牧
、
福
島
古
墳
群
が
こ
の
一
辺
に
集
中
し
て
い

る
。　
さ
ら
に
七
二
〇
れ
か
ら
七
九
〇
％
の
間
が
、　
伊
那
山
脈
山
麓
分
布
地
域

で
、
手
良
に
点
在
す
る
大
半
の
遺
跡
は
こ
の
中
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
抱

合
す
る
ほ
ぼ
平
坦
な
こ
の
三
角
状
台
地
は
通
称
六
道
原
と
呼
ば
れ
、
古
来
よ
り

美
篤
地
区
の
一
部
に
六
道
地
蔵
尊
が
杞
ら
れ
て
い
る
。
手
良
の
地
名
が
歴
史
上

に
登
場
す
る
の
は
伊
那
地
方
で
は
最
も
古
く
、
平
安
時
代

・
承
平
五
年

（
九
三

五
）
倭
名
類
衆
砂
に
手
良
郷
が
初
見
さ
れ
、
ま
た
手
良
の
地
名
に
つ
い
て
も
、

古
来
よ
り
手
良
公
と
称
す
る
帰
化
人
が
居
住
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
ご
と
く
当
遺
跡
北
を
流
れ
る
滝
の
沢
川
の
上
流
に
は
、
大
百

済
毛
、
小
百
済
毛
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
手
良
に
散
在
す

る
遺
跡
数
は
、
約
５０
数
ヶ
所
に
達
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
棚
沢
川
に
よ
る

扇
状
地
形
上
に
存
在
す
る
。
棚
沢
川
は
伊
那
山
脈
鉢
伏
山

（
一
四
五
五
％
）
に

源
を
発
し
、
全
長
約
九
加
を
も
っ
て
福
島
部
落
に
て
天
竜
川
に
合
流
す
る
。
そ

の
間
、
こ
の
局
状
地
は
山
麓
特
有
の
湧
水
に
よ
る
微
開
析
に
よ
り
、
湿
地
帯
′凹

地
面
と
舌
状
丘
陵
面
と
を
数
多
く
形
成
し
、
こ
の
舌
状
丘
陵
は
絶
好
な
居
住
性

に
富
み
、
先
史
原
史
は
も
と
よ
り
、
古
代
高
地
性
農
耕
文
化
と
し
て
の
村
落
形

成
に
も
理
想
的
な
地
形
で
あ
る
。
手
良
に
お
け
る
組
文
早
期
遺
跡
と
し
て
は
、

浜
弓
場
の
他
、
所
洞
、
フ
ラ
ン
ベ
、
松
太
郎
窪
の
三
遺
跡
が
上
げ
ら
れ
、
伊
那

山
地
山
麓
を
北
に
辿
れ
ば
、
箕
輪
町
卯
ノ
木
に
上
金
、
澄
心
寺
下
、
同
三
月
町

に
栗
飯
、
城
近
、
萱
野
ど
押
型
文
遺
跡
が
続
き
、
南
に
下
れ
ば
、
三
峰
川
を
越

え
北
福
地
の
三
ツ
木
が
あ
り
、
さ
ら
に
田
原
の
駒
形
、
宮
ノ
上
と
点
在
し
て
い

く
。
ま
た
手
良
付
近
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
遺
跡
と
し
て
は
、
組
文
中
期
主
体

の
所
洞
、
辻
垣
外
、
地
神
原
、
宮
の
平
、
東
松
、
鳴
神
、
狐
垣
外
、
松
太
郎
窪

等
が
見
ら
れ
、
晩
期
に
は
火
葬
墓
と
み

・
ら
れ
る
野
口
遺
跡
が
存
在
す
る
。
ま
た

南
垣
外
か
ら
は
灰
釉
長
頸
瓶
と
人
骨
が
出
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ

の
南
垣
外
か
ら
棚
沢
川
に
沿
っ
て
、
福
島
地
籍
ま
で
約
一
・
五
加
の
広
大
な
面

は
、
手
良
郷
の
所
在
地
と
目
さ
れ
て
い
る
福
島
遺
跡
が
続
く
。
な
お
い
笠
原
堂

垣
外
か
ら
は
古
式
土
師
器
の
良
好
な
セ
ッ
ト
と
住
居
址
が
露
呈
し
、
ま
た
古
墳

と
し
て
は
矢
塚

・
山
伏
塚
の
二
基
が
近
ぐ
に
存
し
た
が
、
共
に
現
在
は
消
滅
し

た
。
特
に
山
伏
塚
に
つ
い
て
は
、
戦
前
ま
で
そ
の
付
近
か
ら
出
土
し
た
石
棒
や

石
製
品
を
八
～
九
本
立
て
て
、
雁
高
大
明
神
と
し
て
杞
り
、
ま
た
そ
の
道
の
病
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を
得
た
者
が
治
癒
す
る
と
、
職
や
石
製
品
を
奉
納
し
、
か
な
り
の
信
仰
を
集
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
水
田
と
な
り
、
石
製
品
の
一
部
と
雁
高
大
明

神
の
碑
が
本
郷
千
春
氏
宅
に
杞
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浜
弓
場
遺
跡
南
の
貯
水

用
堤
を
造
っ
た
時
、
影
し
い
人
骨
が
そ
の
湿
地
よ
り
出
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

六
、
発
掘
日
誌

昭
和
五
十
四
年
六
月

一
日
　
発
掘
現
場
へ
器
材
と
テ
ン
ト
を
ト
ラ
ッ
ク
に
て

搬
入
す
る
。
現
場
に
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
て
、
た
だ
ち
に
、
テ
ン
ト
設
営
に
と

り
か
か
る
。　
テ
ン
ト
は

後
背
に
丸
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
世
城
館
址
の
あ
っ

た
、
す
ぐ
近
く
の
休
耕
し
て
あ
る
水
田
へ
東
西
に
細
長
く
建
て
る
。
水
田
の
た

め
に
時
節
柄
、
梅
雨
時
に
入
る
の
で
、
排
水
を
充
分
に
考
え
て
、
側
溝
を
掘
っ

て
お
ぐ
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
二
日
　
本
日
よ
リ
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
す
る
。
ま
ず
最
初

に
丸
山
の
す
ぐ
南
側
の
水
田
を
掘
り
下
げ
て
み
％
と
、
北
か
ら
南
へ
の
傾
斜
が

急
で
あ
り
、　
中
央
部
付
近
は

北
側
の
丸
山
の
出
張
り
が
あ
っ
た
も
の
と
み
え

て
、
土
層
中
に
パ
ミ
ス
を
含
む
「
第
四
浮
石
層
が
あ
っ
た
。
東
側
の
方
に
深
い

地
層
が
あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
古
銭

（寛
永
通
宝
）
上
ハ
枚
と
キ
セ
ル
の
出
土
が

あ
り
、
両
遺
物
と
も
録
青
が
出
て
青
々
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
人
骨
の
発
見

が
あ
り
、
近
世
の
墓
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
地
主
の
向
山
氏

に
連
絡
す
る
と
、
清
水
庵
の
尼
僧
と
向
山
氏
一
族
で
供
養
を
し
て
く
れ
た
。
向

山
氏
に
そ
の
後
の
人
骨
の
措
置
の
仕
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
、
地
主
は
同

氏
の
系
統
で
あ
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
受
け
と
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
市
で
受
け
と
り
、
共
同
墓
地
へ
埋
葬
す
る
こ
と
に
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
四
日
　
昨
日
の
墓
地
に
花
と
線
香
を
た
て
て
先
祖
の
霊

を
祈
る
。
昨
日
、
同
様
に
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
南
、．
南
へ
と
進
め
て
い
く
と
、
深

い
と
こ
ろ
の
グ
リ
ッ
ト
か
ら
馬
の
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
掘
っ
て
み
る
と
、　
一
部

分
し
か
骨
が
残
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
。
遺
物
の
出
土
は
少
々
あ
っ
た
が
、
遺
構

の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
夕
方
ま
で
に
、
本
水
田
に
設
定
し
た
グ
リ
ッ
ト
を

掘
り
尽
し
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

昭
和
五
十
四
年
六
月
五
日
　
本
日
は
丸
山
の
す
ぐ
西
側
の
北
側
の
水
田
に
グ

リ
ッ
ト
を
入
れ
て
、
掘
り
下
げ
て
は
み
た
が
、
砂
層
の
堆
積
が
厚
く
、
二
π
を

掘
っ
て
も
ロ
ト
ム
層
は
み
ら
れ
ず
、
水
が
湧
き
出
て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
遺
構

及
び
遺
物
の
出
土
は
何
も
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
六
日
　
本
日
は
、
昨
日
の
水
田
の
す
ぐ
南
側
に
グ
リ
ッ

ト
を
入
れ
て
み
る
が
、
昨
日
と
同
様
な
状
態
で
、
遺
構
の
存
在
は
ま
ず
考
え
ら

れ
な
い
と
判
断
し
て
、
発
掘
調
査
を
終
了
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
七
日
　
全
測
図
の
作
製
、
テ
ン
ト
を
と
り
こ
わ
し
て
あ

と
か
た
づ
け
を
す
る
。
い
ま
ま
で
、
掘
っ
た
グ
リ
ッ
ト
及
び
そ
の
全
景
の
写
真

を
と
る
。　
人
骨
を
丁
寧
に
取
り
あ
げ
て
線
香
を
建
て
、　
手
厚
く
葬
む
っ
て
お
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図版 1 位置及び遺跡分布図

遺 跡 の 名 称

①沢  山 ⑩矢  塚

②ヨキ トギ ⑪野 口 火田

③蟹沢桜林 ⑫金  山

④ ワランベ ⑬竜 の 沢

⑤入  林 ⑭鳴  神

⑥大  上 ⑮山 伏 塚

⑦狐 垣 外 ⑩丸  山

③鳥 ノ 宮 0向  田

⑨辻 垣 外 ①堂 垣 外
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⑩東  松

⑩古 八 幡

④銀治垣外

②中  原

④石 見 堂

②二 十 平

④地 ネ申原

④小 萩 原

④大百済毛

④小百済毛

④近  洞

④上  村

⑩社 宮 地

①官 の 平

⑫砂  場

①清 水 洞

⑭郷 の 坪

①柿 の 木

①六 道 原

①野  口

①下手良中

?原

①大  原

⑩松太郎窪

◎南 垣 外

⑫角  城

④垣  外

④辻 西 幅 ⑫林  越

〇島  崎 ○菅  窪

①堤  林 〇富 士 塚

④山 の 田 〇古 屋 敷

④神 手 原 ①城  山

⑩日 向 畑 〇浜 弓 場

⑩笠原堂垣外

◎堤  下



七
、
ま
と
め

上
村
遺
跡
は
当
初
で
は
同
遺
跡
地
の
後
背
に
あ
る
丸
山
城
跡
と
の
関
連
か
ら

し
て
、
中
世
の
遺
構
、
遺
物
の
存
在
が
強
く
考
え
ら
れ
た
が
、
実
際
に
調
査
を

し
て
み
る
と
、
全
く
期
待
を
裏
切
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
わ

ず
か
に
知
り
得
た
知
見
を
も
と
に
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。
地
形
に

つ
い
て
は
丸
山
の
す
ぐ
南
側
は
現
在
は
水
田
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
水
田
造
成

以
前
に
は
こ
の
丘
陵
状
の
台
地
が
も
う
少
し
南
側
ま
で
伸
び
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
証
明
で
き
う
る
事
実
は
、
第
四
浮
石
層
が
割
合
に
浅
い
面
に
み

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
丘
陵
状
で
あ
っ
た
面
を
水
田
に
す
る
際
に
か
な
り
く
ず
し

て
平
坦
に
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
で
の
で
あ
ろ
う
。

西
側
の
二
枚
の
水
田
は
、
竜
の
沢
川
や
棚
沢
川
の
た
び
重
な
る
氾
濫
に
よ
っ

て
、
砂
層
の
堆
積
が
多
く
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
三
π
に
も
達
し
て
い
た
。
砂
層

の
な
か
に
排
水
用
の
木
製
の
暗
渠
排
水
が
各
所
に
み
ら
れ
た
。

古
銭
六
枚
、
キ
セ
ル
、
人
骨
の
出
土
は
明
ら
か
に
墓
を
有
力
視
し
、
ま
た
、

古
銭
は
全
て
寛
永
通
宝
で
あ
り
、
近
世
の
墓
で
あ
る
と
断
定
し
て
ょ
い
。
キ
セ

ル
の
出
土
は
男
性
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
る
。

誰
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
地
主
様
も
知
ら
ず
、
ま
た
こ
の
土
地
の
近
く
の
人

々
も
、
こ
の
地
に
墓
が
あ
っ
た
こ
と
す
ら
誰

一
人
と
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。
察

す
る
に
、
旅
人
等
の
放
浪
人
が
行
き
倒
れ
て
、
近
く
の
住
民
た
ち
が
あ
わ
れ
ん

で
、
こ
の
地
に
埋
葬
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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図版2  遺跡地遠景 (南側より眺む)



図版3  グリットを掘り上げた状況

図版4  古銭キセル出土状況
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図版5  発 掘 風 景




